
新しい治療薬の「治験」
当院では積極的に取り組みをしております

「治験」で新薬開発に貢献！
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《くらし安心》を解説させて頂きます

新しい新薬を開発するには、人に投与して有効性・安全性を確認する「治験」という過程が必要となります。
この治験、一般の人にはあまり関係ないと思われがちですが、実は身近な医療機関でも実施されております。

治験は国の厳密なルールの下、大学病院・国立病院など大病院での実施が目立ちますが、街の診療所（当院）
でも実施しております。
診療所は糖尿病、生活習慣病や頻尿などの慢性期の治療を得意としております。
当院では、治験について十分な説明と患者様の納得した意志（同意）の下、実施させて頂きます。
また、いつでも患者様の意思により、同意を撤回することができます。その際、これからの治療に不利益を
受けることは一切ございません。興味がありましたら、いつでもご相談して下さい。
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①きめ細やかな診療を受けることができます。
通常より詳しい検査や診察が実施されます。

②新しいお薬の候補（治験薬）での治療が可能になります。
いち早く治験薬での治療が受けれます。

③治療費の負担と費用の軽減ができます。
治験参加中で決められた期間の検査や治療薬以外で指定されているお薬の費用は、
製薬会社が負担します。

①有効性がない可能性
新しいお薬の候補が必ずしも現在使われているお薬より優れているという結果が
出るとは限りません。

②副作用の可能性
臨床試験は、非臨床試験や健康な方での第Ⅰ相試験などで安全性を確かめた上で
行われますが、予想しない 副作用がみられる可能性もあります。

③通院回数が増える可能性
治験に参加することで、通常の診察より検査の頻度や診察の頻度が増える可能性
があります。
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